
「芳志の会」通信 第27号 
 

（2018.8.1） 

報 実 践 告 京 東 @ 

 
 

 

 

 

 邪念のようなものが、一枚一枚、剥がれ始めた      

                                   カングロ株式会社  代表取締役   藤井啓人 

あれから7年が経ちました。大楽閔堂の東京芳志の会に通い詰めることで、少しずつ、その答
えの片りんが見え始めたような感覚があります。もちろんまだまだ未熟であることには変わりは
ありませんが、邪念のようなものが、一枚いちまい、剥がれ始めたような…そのような感覚です。
不思議です。 
 
いくつか節目はあったのですが、特につい最近のことですが、50歳の誕生日と同時に、改名
をしたことが大きいなと感じています。元々は、大楽閔堂に入閔する時に、窪倖摂先生に視て
頂いた姓名診断で、新しい名前の指南があったのですが、大好きな祖父に付けてもらった名
前を変えるなんて、「とんでもない！」と、当時から、ずっと思っていました。しかし、ようやく、ふ
と替えてみてもいいかなと、思えるようになったのです。「名前を変えて、運気を良くする」とい
う視点ではなく、「生まれ変わる」ような感覚。今までの自分は、利己。これからの私は、利他。
50歳というタイミングもあり、心を決めることが出来ました。名前は、利幸から啓人（ひろと）とな
りました。7年前に、窪先生に薦めて頂いていた3つの名のうち、一番大きく書いて頂いていた
名にしました。意味も自分なりに、「人の心を啓く」としました。両親や兄弟、家族にも説明をし、
仁義を通しました。その後、まだ何も見えるような変化は起きていませんが、日に日に、替えて
良かったなあと感じています。 
 
残りの人生は、利他の精神にて、世のため、人のために恩返しをしていく決意であります。 
この世で、人生の目的を悟り、生を全うするまで、大楽閔堂の教えを絶えず学び、実践をし続
ける覚悟であります。人生は、「誰が傍に居ようと自分の問題である」ということ、そして、宿命
三大の一つであり、私自身、最も苦難と感じる「孤独の克服」に向き合って参ります。 
大楽閔堂の教えに出会えたことに心から感謝致します。 

芳志の会は、平成14年（2002年）４月、東京白金にて、発起人5名から始まった
経営者の心を学ぶ勉強会です。現在は、東京と名古屋を拠点として全国から 
多くの経営者が集い、本物の常識に従った経営を実践しています。 

大楽閔堂の門下生の証として、常に
身に付けている会員証には、受講日
として2011年8月3日が刻まれていま
す。この年の3月11日は、東日本大
震災が起こり、福島原発事故の人災
もあり、未曾有の大災害により、地球
滅亡の様相を呈していました。この
出来事は、私にとって生きるというこ
とが何の意味を持つのか、これから
どうすれば良いのか、何が正しくて、
何が間違っているのかを深く問うきっ
かけとなりました。 

http://kanglo.main.jp 



■ 芳志の会・各勉強会のおしらせ 

■ コラム ： 「心の健康法」 

■各勉強会のお申込／お問合せ： 詳細は下記まで、お気軽にお問合せください。 

   芳志の会事務局（サン・エージ社）   JR品川駅 高輪口より徒歩5分   TEL： 03-5421-4322 （10～18時）  

http://www.houshinokai.com 

芳志の会／経営者勉強会は、「人造り、会社造り」を志す経営者の学びの場です。経営者として人としての真の学びの理解
を深め、実践・体得を目指します。経営者としての在るべき姿、会社の在るべき姿を学ぶうちに、迷いも不安も減り、経営が
安定してくることに気付きます。常に頭から離れなかった様々な問題から解放され、会社の強固な基礎造りと社長自身の心
の安定、そして社員一人ひとりの人間的成長が実現されていきます。このご縁を機会に、共に学び、共に実践し、良い会社
を造りませんか。 

✔ 東京芳志の会 （品川 高輪 サン・エージ社 サロン） 

   2018年09月5日（水）14～17時 
   2018年10月3日（水）14～17時 
   2018年11月7日（水）14～17時 

 
✔ 名古屋芳志の会 （名古屋市内にて開催） 
   2018年8月28日（火）13～17時 
   2018年9月25日（火）13～17時 

 
✔ 経営者勉強会 21世紀を担う経営者のための勉強会＜10回シリーズ＞ 

    第四回目：8月9日（木）14時～17時30分   
        第四回以降： 9月13日、10月11日、11月8日、19年1月17日、2月14日、3月14日 
       ※途中回からの参加も可能です 

●正しい生き方を学ぶ事が最優先（その2） 
 人として、悩むことや苦労することは決して悪いことが起こっているわけではなく、本人が 

真剣に考え、その結果どのように捉えるか、どういう思いに至るかで判断・行動をして答が 

出るわけです。だから何事に於いても人間「考える」ということが、まず大事なことなのです。 

その「考える基」となる物指しが、最も正しい物指しを持っていなければ、あなたの思いと 

現実は違ってくるのです。 

 どうしてだろう？何故だろう？と疑問を持ちながらも、自分の内面に自分自身で問いかけ 

る習慣が無ければ、時間が経つにつれ忘れてしまう。そして時が過ぎ、気付いたら歳を 

取っていた・・・!!  

 人生こんなものかと自分で自分の人生をあきらめ、楽しく過ごせればそれでいいや、とこ 

の人生が終りとなるのです。世の中、大半の人がこの様なパターンで人生を送っている 

のではないでしょうか。自分に対して自分の成長の為の努力もせず、責任も感じないまま 

に中途半端な生き方で！     

 片や何かにつけ真剣に目的を持って生きている人も、世の中にはたくさん居られます。 

人間は誰もが最後に「人が人としてどう生きたか！」ということを問われる厳しい現実がある 

ことを決して忘れてはいけません。  

 皆さん、自分の生い立ちから始まり、学問で学び、体験で学び、歴史的な書物や成功し 

た人の話を聞き、父母や知人友人から学び、それらが基となって自分なりの人生観で生 

きているはずです。これはあくまでも「自分なり」ですから、本音の部分に、ある種の不安を 

誰もが持っていると思います。                             （次号へ続く） 

（品川 高輪 サン・エージ社 サロン） 

東京芳志の会・経営者勉強会 会場 
東京都港区高輪4-9-18 岡田ハウス201号室 
※名古屋芳志の会の会場は事務局に問合せ下さい 

大楽閔堂 二代目堂主 
窪 倖摂（こうせつ）先生 

 


